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　７月２１日投開票で行われた参議院選挙は、大きく発展しつつある「市民と野党の共闘」の力によって、自民、公明の与党とその補完勢力である日本維新の会を加えた改憲勢力の議席を８１に押しとどめ、非改選７９議席と合わせても改憲発議に必要な２/３の議席（１６４）を割り込み１６０議席とさせました。
中でも、「市民連合」（安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合）と５野党・会派が協力して練り上げた１３項目の「共通政策」を掲げ、３２の一人区全てに統一候補を立ててたたかい、改選２議席を大きく伸ばして１０議席（秋田・山形・新潟・宮城・岩手・長野・愛媛・滋賀・大分・沖縄）を獲得したことは、今後への展望を大きく拓くこととなりました。
しかも、統一候補が獲得した票が共闘した４野党（共産・立民・国民・社民）の比例票の合計を上回るところが３２選挙区中２９（愛媛２１２％・滋賀１６３％・秋田１５５％・新潟１４２％・宮城１３４％など）にのぼり、大きな共闘の効果が表れています。
また、「イージス・アショア」の配備計画でずさんな「配備ありき」の資料を示して「適地」と言い張り、住民を無視して計画を進めようとする政府の姿勢に怒りが広がっている秋田県。下関北九州道路計画で安倍首相らを「忖度」したと発言して副大臣を辞任しておきながら、またも立候補する自民党・政府に不信が広がった新潟県。そして、「辺野古新基地建設反対」の「民意」を県民が明確に示し続けているにもかかわらず政府が埋め立て工事を強行している沖縄県など、安倍政権によるウソ・ゴマカシ、強権の政治が如実に表れている地域では、自民党が「重点区」と位置づけ総力戦で臨んだところでも、野党統一候補が勝利しています。
それでもなお、安倍首相は「国民からの信任を得た」と言い張り、野党を分断して改憲に必要な２/３の議席を「回復」する狙いを公言し、死にものぐるいで改憲を強行しようとしています。
そんな時に浮上してきたのが、イラン沖の海上交通路の安全を守るためと称してアメリカが呼びかけている「有志連合」への自衛隊派遣。
一歩間違えばアメリカの戦争への武力による加担となってしまいます。
いま日本がなすべきことは、アメリカに「イラン核合意」への復帰を働きかけるなど、緊張緩和のための外交努力に徹することです。
いまこそ、安倍首相の下での改憲策動にストップをかけ、「アメリカ言いなり」の政治を終わらせ、個人の尊厳・地方自治、そして平和な未来を子ども達に手渡すため、「市民と野党の共闘」を前進させましょう。
[image: image8.png]


[image: image9.png]


[image: image10.png]


・
　　２０１８年７月２７日、札幌市で開かれた全国知事会で、「米軍基地負担に関する提言」が全会一致で採択されました。その中では、「日米地位協定を見直し、航空法や環境法令など国内法を原則として適用させることや、事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立ち入りの保障などを明記すること」が盛り込まれました。
　これを受けて、全国の自治体に同様の意見書を採択させる運動を、全国の安保破棄実行委員会などが展開してきました。

この提言採択以降２０１９年７月８日までに７道県１５２市町村で、日米地位協定の抜本的改定を求める趣旨の意見書が採択されています。(沖縄県ではこれ以前に同趣旨の意見書を殆どの自治体が採択しています。)大阪では、摂津市、忠岡町、吹田市、茨木市、熊取町が採択しています。
今回行われた参議院選挙では、５野党・会派だけでなく、公明党も日米地位協定改定を公約として掲げていました。また、全国知事会で全会一致ということは、維新の会代表の松井大阪府知事(当時)も賛成しているのです。
日米地位協定は、その前身である日米行政協定の内容を受け継いでいますので、１９５２年から本質的には全く変わっていません。この間の全国知事会からの動きは、まさに世界にも類を見ない不平等な協定を抜本的に改定させる絶好のチャンスです。
　安保破棄中央実行委員会は、「日米地位協定の抜本的改定に向けた国民的な運動を」の呼びかけを発信しました。その中で、①日米地位協定の学習運動を広げましょう②「日米地位協定の抜本的改定を求める国会請願署名」を大きく広げましょう③日米地位協定の抜本的改定を求める自治体意見書を全国で採択しましょう　の３点を呼び掛けています。
　安保破棄大阪実行委員会では以前より、大阪府議会への要請行動や、各地域、団体などでの学習運動の呼びかけを行ってきています。今後、各自治体への要請や、学習運動の強化、請願署名の取組に力を入れて行きます。

　来年は、現行の日米安保条約が結ばれて６０年の年となります。この節目の年に日米地位協定の抜本的改定を勝ち取り、安保条約廃棄への大きなうねりを作っていきましょう。
7月の23定例宣伝行動を、7月23日の12時から13時、大阪市庁舎近くの淀屋橋で行いました。継続的に行うようになってから通算で377回目の23行動です。


33度の気温を掲示板が示す暑い中でしたが、13人の参加で、ビラ配布と署名呼びかけ、弁士による訴えをおこないました。弁士は、大阪憲法会議と、大阪原水協から出してもらいました。参議院選挙直後ということもあり、選挙結果をどう見るか、自民党は大きく議席を減らし、改憲勢力は3分の２に届かなかったことなどを伝え、それにもかかわらず、安倍首相が言う「目標超過」「与党勝利」などをそのまま流す選挙報道の問題などにも触れました。また、核兵器廃絶への世界の流れに逆行する安倍政権の問題などにも触れ、核兵器廃絶を求める「ヒバクシャ国際署名」への協力を呼びかけました。


途中、救急車が近くに来ていたため、30分間ほどマイクによる訴えを止めましたが、毎回宣伝カーから垂らしている、大きな普天間基地のタペストリーや辺野古新基地反対プラスターに目を向けていく人が多くいました。


８月の２３宣伝行動は、８月２３日に行います。是非、ご参加ください。




















　














いまこそ








安保破棄ニュース�
�
Ｎｏ．５０８


2019.8.8�
�
安保破棄・諸要求貫徹大阪実行委員会





〒五四三ー〇〇一四　大阪市天王寺区玉造元町一七ー二二


　　　　　　　　ＴＥＬ　〇六ー六七六三ー三八三三


　　　　　　　　ＦＡＸ　〇六ー六七六三ー三八三六


　　　　　　　　●Ｅメール　　anpo-osk@abeam.ocn.ne. jp


　　　　　　　　●ホームページ　 http://www.anpo-osk.jp�
�






大阪安保夏の事業活動「千歳のとうきび」ご注文受付開始しました。


９月中旬まで取り組む予定です。


　ご注文は、注文する人と送付先の、住所、氏名、電話番号、お届け希望日時、注文数をファックスかメールで、大阪安保まで送って下さい。





２５本入り：


４，７００円





１０本入り：


２，６００円


（送料込み）








当面の予定





8月


７日(水)　原水禁世界大会in長崎（～9日）


21日(水)　岸和田安保・「学習会」19：00～　　岸和田職員会館


23日(金) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)


24日(土)大阪憲法会議第53回総会(13:00～グリーン会館)


大阪憲法会議・共同センター2019年度総会


(15:00～グリーン会館)


25日(日)「日本は中国で何をしたのか～侵略と加害を考える～」


日中友好協会大阪府連合会主催


(14:00～エルおおさか南館)


31日(土)民主法律協会・第64回総会(13:00～グリーン会館)





9月


４日(水)常任幹事会(10：00～大阪安保)


６日(金)安保中央呼びかけ９月辺野古行動（～8日）


20日(金) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)





10月


２日(水) 常任幹事会(10：00～大阪安保)


23日(水) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)


26日(土)　京丹後米軍Ⅹバンドレーダー基地と


舞鶴の海上自衛隊基地視察ツアー（～27日）


29日(火)　ちばりよ～沖縄合唱団・


「沖縄連帯と辺野古ゲート前コンサートの旅」～11月1日）





11月


６日(水) 常任幹事会(10：00～大阪安保)


８日(金) ２０１９年日本平和大会（～9日）　沖縄


10日(日)京丹後「米軍基地いらんちゃフェスタ」（予定）


22日(金) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)





12月


４日(水) 常任幹事会(10：00～大阪安保)


16日(金)革新懇・「府民のつどい」（ドーンセンター７階）
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